
平成27年度　県立国際高等学校　学校評価シート（年度末）集計結果　　　　

【学校評価実施方法】

　(1) 今年度の実践目標の項目1～21について、本校全教職員による「4段階評価」を実施する。

　　　　4……よくできている　　3……できている　　2……あまりできていない　　1……できていない

　(2) 各項目ごとに平均をとり、その平均値について次の基準でＡ～Ｄの達成段階をつける。

　　　　平均値⇒達成段階　　1.0≦ｘ＜2.0 ⇒Ｄ ，2.0≦ｘ＜2.8 ⇒Ｃ ，2.8≦ｘ＜3.5 ⇒Ｂ ，3.5≦ｘ≦4.0 ⇒Ａ

領域 評価の観点 評価項目 番
号

担当
分掌

平成27年度　実践目標
平成25年度

評価
平成26年度

評価
本年度
評価

評価得点
平均

具体的取り組み 学校関係者評価委員感想

開かれた学校づくり 家庭や地域への情報発信 1 総務
広報

　個人情報の取扱いに関する校内規定の適切性を検討
するとともに、学校のホームページを通じて学校の情報
を発信し、週１回以上内容を更新する。

B B B

・各種行事終了後には、できるだけ速やかに活動の様子がわか
る写真と記事を掲載するように努めている。
・担当部署で定期的にホームページ掲載内容を確認し、速やか
に更新できるようにする必要がある。

2
　会議資料の事前配布、会議の所要時間を明確にする
ことで校務の効率化を図る。 B B B

・会議資料の事前配布については、定着している。
・会議の所要時間については、事前に明確化できていないが、
ほぼ定時退勤時間までには終了できている。

3
会議時間の短縮及び効率的な進行のために、提案予定
案件を精査する。 B B B

・各案件について校務運営委員会で慎重審議することができて
いるため、職員会議では案件を精査してほぼ効率的に進行でき
ている。

4 会議での配布資料（内容・枚数）を精選する。 B B B ・校内LANの活用等により、会議での配布資料については、一
層精選する必要がある。

5
　芦屋国際中等教育学校と連携して登校指導を行い、
生徒の通学マナー向上を図る。 B B B

・年間５回の登校指導期間を設け、各１週間打出駅から学校ま
での間を中心に実施している。中等教育学校と実施時期をずら
すことで、実質は２倍の登校指導期間を設けている。

6

生徒向けに「いじめに関するアンケート」を年2回実施
し、いじめ対応チームで内容分析や事実確認を行う。ま
た、「ケイタイ安全教室」を実施して、SNS等がいじめの
火種になることを理解させて、携帯電話の正しい利用法
を学ばせる。

B B B
・４月末に全校生徒を対象に、「ケータイ・スマホ安全教室」をＮ
ＴＴの専門家を講師に招いて開催した。
・１年次集会で、情報モラルについての講話の機会をもった。

生徒の内面に根ざした道徳性
の育成

7 生徒指導
年次

　県立国際の制服を正しく着ること、自然な頭髪で生活
することの大切さなど基本的生活習慣を身につけること
を目指す。

B B B

・定期的に、各年次副主任と生徒指導部共同で連絡協議会を
開き、歩調を合わせた指導体制作りに努めている。
・特別指導に係る案件はほとんどないが、日常の制服着用等の
乱れ等の指導について全職員で当たる必要性を職員会議の際
に再確認した。

・

生徒の自主自律の精神を育む
指導の工夫

8 生徒指導
　年度当初に生徒会・各専門委員会が目標を立て、そ
の目標を掲示し、目標達成に向けて積極的な活動を行
い、目標を実現できるように指導する。

B B B
・生徒指導についても、生徒たち自身が高い意識をもって学校
生活が送れるように求めているが、形骸化しているとの声もあ
る。

進路指導体制の充実 9

　進路指導室の充実を図り、進路通信、研修等で教職
員・保護者等に進路情報を提供し、情報の共有を図る。
各年次との連携を強化し、進路HRを共同で企画運営
し、細やかな進路指導の実現を図る

B B B
・進路集会・進路保護者会については、教務・進路指導部と年
次が連携をとりながら計画的に実施できている。
・生徒の発達段階に合わせた進路指導上の計画がなされてい
る。

体験活動等を活用したキャリア
教育の推進

10
　職業人講演会、大学訪問、大学説明会、卒業生講話
等をとおして自らの興味・関心・適性に応じた進路選択
の支援を行う。

A B B ・生徒の発達段階に応じた進路選択上の支援ができるよう計画
的に取り組んでいる。

進路データ活用の推進 11

模試結果や進路実績、学習成績などを総合的に分析し
て、進路指導方針策定や生徒個々の進路指導に資する
情報提供を行うためのシステムを構築し、その試験的な
運用を図る。

B B B
・教職員が足並みを揃えて生徒の進路指導やキャリア教育を
行っているが、今後さらに模試結果の分析の充実を図り、生徒
の実態把握に努める必要がある。

実践的指導力の向上 12 教務 　計画的に授業公開を実施し、生徒による授業改善に
つながる授業アンケートを行い授業改善に資する。 B B B ・授業見学できる体制を整えるべきである。授業アンケートも形

骸化しているので改善を加えるべきである。

計画性をもった研修の実施 13 全体
　人権教育、教育相談、保健、情報機器・視聴覚機器等
に関する実践的な校内研修を実施するとともに、職員会
議等の機会を利用して報告会を行う。

B B B

・カウンセリングマインド研修、インクルーシブ教育構築研修を
実施している等、内容の充実を図るべき課題もある。
・タブレット型パソコンの活用研修も実施したが、ICT教育の充実
の観点からも今後さらに時間と内容の充実を求めていくべきで
ある。

接遇の向上 14 全体
生徒及び来校者に対し、積極的に挨拶を行い、丁寧な
対応に努める。 B B B

・特別非常勤や大学関係者、企業関係者等を招いての授業も
多く実施されているため、生徒たちのマナー指導は大切であ
る。

危機管理体制の整備
実効ある学校マニュアルの策
定

15 管理職
総務

　校内安全点検を学期に１回実施するとともに、日頃か
ら危険個所を認識し、危機管理(防災)マニュアルを必要
に応じて改善し、職員・生徒・保護者に周知する。

B B B
・防災マニュアルについて、教職員間で情報を共有し、生
徒・保護者への情報提供等も含め、対策を講じておく必要
がある。

16 こまめな消灯、計画的な散水、裏紙使用等を励行する。 B B B
・各部屋の部分消灯等の実施には心がけているが、省エネ
に向けてさらなる改善も必要である。
・各種会議等で、可能な限りペーパーレス化を進めて行く
必要がある。

17 学校全体で、更紙・コピー用用紙使用枚数の削減に努
め、校務サーバーやNASを活用した情報共有を図る。 B B B

・文書の保存場所が、校務サーバーとNASが共存しているた
め、情報を共有する上で整理が必要である。また、活用の充実
も進めていく必要がある。

18 文書の校正はデータ（パソコン）上で行い、サンプル印刷
は最小限とするよう努める。 B B B ・授業での補助プリントや各種会議資料等の紙の使用量が依然

として多いため、改善方策を検討する必要がある。。

19 　備品・消耗品の計画的・効率的な予算執行を行う。 B B B
・エアコンについては、事務室で集中管理を行っており、省エネ
につながっているが、事務室との連携も一層図りながら、教育
環境を整え、備品等についても優先順位を掲げ、計画的に購入
する必要がある。

20
新規事業の立案にあたっては、既存事業とのスクラップ
＆ビルドを行うよう努める。 B B B

21
複数年度継続している事業・取組については、３年を目
途にその効果を検証し、継続の必要性、実施方法等を
抜本的に見直す。

B B B

学校経営管理 指示の徹底 22 管理職
業務の明確な指示を行うために、日頃から教職員と意
思疎通を行う。 B C B

・年度当初・中間・年度末等、定期的に各部署と管理職と
のヒアリングを一層充実させるなどして、業務内容や課題
を共有する必要がある。

教育課程
自ら考え、課題を解決する力の
育成

23 教務 　新学習指導要領に対応した教育課程のもとで、課題
解決能力を育む。 B B B

・各教科で探究学習等も実施しているが、生徒の実態の変
化等も分析し、新たなる目標を定めて生徒の能力育成に努
めていく必要がある。

24 総務
　芦屋国際中等教育学校と連携を図り、より実践的な防
災訓練を合同で年２回実施し、防災新聞を学期に１回発
行することで防災意識の向上を図る。

B B B
・同じ敷地内で共存している学校なので、防災避難を合同
で実施する意義はあるが、形骸化しているので、充実に向
けた見直しが必要である。

25 体育科
保健環境

　生徒、教職員を対象とした救急法講習会を開催・参加
し、生命と安全に対する意識と技術を高める。 A B B

・本年度は、従来の救急救命講習だけにとどまらず、食物
アレルギーの生徒への対応として、エピペンの使用も加え
研修を実施した。

人権教育 人権教育の推進 26
人権

生徒指導

　「共生」をテーマとして、「外国人と共にいきる」「しょう
がい者と共にいきる」を学ぶため、人権教育推進委員会
を中心として講演会やホームルーム活動を計画・実施す
る。

B B B

・外国人との共生については、海外研修やSGHの学習を通し
ながら考察を進めている。
・しょうがい者との交流については、芦屋特別支援学校や
地域の福祉施設との交流を実施している。今後さらなる充
実を目指す必要がある。
・いずれの行事も参加協力者が増え、生徒たちにとっても
有意義な取組ができた。

国際理解教育 多文化共生の理念の育成 27 国際
英語圏や英語圏以外の人々とのワークショップを通じて
多言語・多文化を受容する素地を作る。 A B B

・夏休みに１・２年次で実施している国際交流セミナーで
は、県立高校のALT約３０名に２日間来てもらい、英語での
交流を深めることができた。
・１２月には、県内の大学に在籍している留学生約２０人
に来てもらい、異文化理解を目標にしてコミュニケーショ
ン能力の育成に努めた。

地域社会に貢献できる活動を
通じて、社会性・自主性の育成

28
国際
１年次
総務

　総合的な学習の時間において、社会への貢献活動を
実施するとともに、高齢者との交流、園児の収穫体験、
カヌーを通じた交流、通学路の清掃活動等を行う。

B B B
・ふるさと貢献事業として、地域の清掃を実施。また、近
隣保育所の園児との本校敷地内菜園での収穫作業や地域住
民とのスポーツを通した交流等を実施できた。

勤労観・職業観や職業人として
の基本的な資質・能力の育成

29 進路

　就業体験事業を実施し、生徒が自己の将来のあり方、
生き方について考え、目標をもって主体的に進路選択
ができるようにする。卒業生等を対象とした職業人バン
クを充実させる。

B B B
・就業体験については、介護施設での宿泊体験等を実施で
きた。職業人バンクは、卒業生から募り、各回生から、数
名～２０名程度の登録が進んでいる。今後さらなる充実に
努めていく。

SGH課題研究を通したグロー
バル・リーダーの育成

30 SGH
ディベートを通して移民研究を行い、未来の日本につい
て考察する契機とする。また、「世界移民マップ」作成等
を通して、人が移動する理由を考察する。

B
・事業の開始時期や講師との調整等の都合で下半期に活動
が集中したことはあるが、充実した内容で取り組めた。
・生徒の意欲・関心も高く、アクティﾌﾞラーニングの実践
にも結びついている。
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防災・安全教育
防災教育に係る指導力・実践
力の向上

進路指導 進路

全体

勤務時間の適正化 校務・事務の効率化・IT化

経費節減等の取組
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・県レベルの事業も多く受けており、担当部署以外の活動内容
は把握しづらいのが現状である。年度当初に受けている事業と
取組について全教職員に周知徹底する必要がある。

生徒指導方針の確認と指導体
制の構築

総合的な学習の時間、
体験活動（高校生ふる
さと貢献活動・就業体
験事業）

生徒指導

生徒指導

教職員の資質向上

適正、効果的な予算運営

効率的な予算運営 事務


